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【計画改定のポイント】 

・アフターコロナの新時代に向けて計画内容を大胆に見直し 

・区民など７９人が約半年間かけて作成した提言を最大限に反映 

・「子どもアンケート」約 2,000 人が描いた将来イメージの概要を掲載 

・計画事業（令和３年度～８年度）として３４事業、７３９億円を計上 

・政策、施策ごとに改定のポイントを明確化 

 

～誰もが住みやすく、地域に愛着と誇りを持てるまち・港区をめざして～ 

「港区基本計画（令和３年度～８年度）」を改定しました！ 
港区基本計画は、区政のあらゆる分野で計画的に行財政運営を推進する際の指針となる、区の

最上位の計画です。計画の改定に当たっては、区民が参画して区長に提言を行う「みなとタウンフォ

ーラム」の開催、区民等意識調査や子どもアンケートの実施、区民説明会やパブリックコメントによる

意見募集を行うなど、区民と一緒に考え、手を携えながら、検討を進めてきました。 

改定を経た基本計画を区政の新たな道しるべとし、先人たちがたゆまぬ努力によって築き上げて

きた日本有数の都市である港区を、子どもから若者、子育て世代、高齢者まで、あらゆる世代が住

み続けられるまちへと進化させ、全国をけん引する「唯一無二の都市」へと輝かせていきます。 

▶港区基本計画は、区ホームページからご覧いただけます。 
 https://www.city.minato.tokyo.jp/kikaku/kuse/shisaku/kihonkoso/kekaku.html ）  

※冊子は令和６年４月から閲覧・販売を開始する予定です。 

■計画改定の趣旨 

「アフターコロナの新時代に向けて、区民とともに輝く未来を創る。」 

○区民生活と区内産業を支え「活力」をまちに呼び起こす 

○関東大震災 100 年を節目に「強靭」なまちづくりを加速する 

○次代を担う「子ども」を地域全体で育むまちづくりを一層推進する 

○社会課題を乗り越え「誰もが安心して住み続けられるまち」を実現する 

 

■計画事業 

事業数：３４事業、事業費：７３９億円（令和６年度～令和８年度） 

≪主な計画事業≫ 

  ・子育て送迎ルート整備の推進【新規】 

  ・自転車等駐車場の整備・改修【新規】 

  ・文化芸術の中核拠点となるみなと芸術センターの整備 

  ・特別養護老人ホーム、認知症高齢者グループホーム等の整備 

  ・地域移行や親なき後を見据えた障害者グループホームの整備 

  ・いつでもどこでも手続ができる環境の整備 

 

 
港区基本計画（令和５年度改定版）の概要 
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